
地域結集事業に参加した
研究者等のネットワーク
や研究成果を活かし、ま
た県の重点分野における
組織と連携・融合するこ
とで総合的な発展を図り
ます。 

1. 高密度光記録のための薄膜光応答材料
光エネルギーを、直接、反応に用いて記録するフォト
ンモード光記録は、高速・高密度の光記録が可能と期
待されています。
本事業では、透明で安定なガラス状態を容易に形成す
る光記録材料を開発し、近接場光により100nm以下
の極微小スポットの書込に成功しました。その後の研
究成果を含めた複数の特許を申請中であり、光記録材
料以外の新たな展開を検討中です。

2.（高分子／液晶）複合膜
（高分子／液晶）複合膜は、電源のオン－オフにより
透明－白濁の可逆的な光スイッチング機能を示し、偏
光板や配光処理などが不要であることと単純な素子構
造が可能なため大面積・フレキシブル化が容易です。
本事業では、単純マトリクスによる漢字表示の時分割
駆動が可能な複合膜材料を開発し、表示素子を試作し
ました。
参加企業において実用化開発を進め、調光フィルムや
プロジェクタースクリーンとして製品化を行いまし
た。

3. 超小型集積型可変波長色素レーザー
これまで大型・高価で保守管理の手間がかかった可変
波長レーザーを、固体導波型色素レーザーチップと半
導体レーザーで構成し、超小型の集積型可変波長レー
ザーを試作しました。
可搬型の小型サイズでありながら560nmから
1000nmまでの波長をカバーでき、プラスチック色素
レーザーチップ使用により低コスト化を実現できま
す。
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